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忘 年 会 の 御 案 内

今 年 も忘 年 会 の 季 節 が や って来 ま した 。

例 年 の通 り下 記 の方 法 に て忘 年 会 を 開 催 致 しま す の で 、 多 数 御 参

加 下 さ い ま す よ う御 案 内 申 し上 げ ま す 。

、_  日 時   12月 30日  午 後 6時 開 催

会  場   とん か つ赤 松  2階 (TEL 31-8045)

5,000円

魚 ち り 、 よ せ 鋼 、 豚 水 だ き 他 E.T.C,多 数 有

申 込 先    JA6WSZ(21-8488)JH5LYW(89-3623)

JAsUEE(lsld*) rA5 lqP (86-5475)

実 行 委 員  JA5wSZ.JH5LyW

言己

費

　

理

会

　

料

ヽ  ◎ お 知 ら せ

す で に お 気 づ き と思 い ま す が 、 今 回 か ら封 筒 の 苑 名 ラ ベ ル が 漢

字 書 に な り ま し た 。 こ れ は さ き の カ タ カ ナ書 と も ど も JA5MG

t稲 毛 さ ん )の 御 好 意 に よ り 、 時 代 を 先 取 り した ワ ー プ ロ に よ る

も の で す 。

ま た 、 本 ク ラ ブ 報 4頁 の あ と に も そ れ に よ る JARL情 報 が 綴

じて あ り ま す の で ご ら ん 下 さ ι)。
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(瓦 町北 フエ リー通 り 200π )



趣床文化祭に参加 して

JA5VP 宮り|1 情夫

高松市趣味協会の文化祭が、今年は 11月 18日 (日 )高松市民文化 センタ

ーで開催 され、万日入団体であります JARL香 川クラブも、例年の如 く参ガロし

■した。小生 も、事前に会長から出席依頼 (な くても行 くべきところですが )

があり、また、昨年は行かなかったので、今年は少 し手伝いを しなければと久

しぶりに出かけました。 (以下、私自身の行動記録 として思い出すま 書ヽいて

み ま した )

当 日朝 9時過 ぎ、文 化 センタ ー到着 。 まだ駐車場 の入日が開 いたば か りなの _ヽ
で、経車場 はほ とん ど空 いて いる。 (早 く行 かない と、置場 が な くな る と聞 い

て い た の で … … )

適 当な所 (帰 りに出やすそ うな場所 )に軍 を置 いて、早速会場へ行 つてみた。

1階 には盆栽 や鳥幅 (珍鳥 とか )が 並 べ られている。 9時 に文化 センターが開

館 とか聞いていたけれど、その準備 の早 いことお (前 日か らや っていたのか も

知れない )

エ ンペーターで 3階 に上 り、当 クラプの展示会場である廊下東詰めに行 くと、

横 田氏 (JA5TFJ)、 天野氏 (会長 の JA5AHM)等 がすでに来 ている。

「 お久 しぶり…… 」の言葉 もそこそこに会場の準備 にとりかかる。まず展示用

の机、椅子 の運搬 、香川 クラプの沿革年表 など資料 や稲毛氏 (JA5MG)提

供 のDXの QSLカ ー ドの掲示 、 リグ (ク ラブ局 JA5YDE)の セツテイン 、_

グなど用事がいろいろ。小生 は、その一部を手伝 った。なかで も、アンテナの

架設 〔仮設か も )は大変だ ったよ うで した。 (終了後の撤去 を手伝 ってそ う思

っ た )

横の部屋では、将棋 クラブが展示 (と い つても盤 と駒 を置 いているだけ )し

て いる。聞 いた ところでは、飛入歓迎 のお好み対局場 、棋力認定 コーナー、な

んで も相談 をお受 け します との こと。

さて、わが香川 クラプの方 も、 10時過 ぎに準備完了、 リグはHF用 のほか
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144MHZ、 430MHz用 が そ れ ぞ れ 1台 ず つ 。 当 日 の 運 用 は 7MHZを

甲心に約 30局 とカー ド交換 を行 った。

また、市内林町の SWLが リポー トを持 つて釆たので、す ぐカー ドを書 いて

渡 した。

廊下が展示会場 に割 り当て られて、何か当 クラプは趣味協会の中で、冷飯

(ひ やめ し )を 喰わ された感 じもしないで はなか ったけれど、かえ って多 くの

人 のご高覧 を得 たのではないかと思われる点 もあった。

当香川 クラプの会員は、今年 4月 1日 現在の名簿では 61名 、家族会員 9名

の合せて 70名 。 もう少 し多 くの会員の参加があ つて もよいのではないか、 と

私 は思 った。

当 日会場へ来 られた会員

JA5AG   JA5AHM  JA5KWF  JA5TFJ

JH5LYW  ほかに数名 (私が知 らない人 )

『コンテス ト中 “海難救助"に活躍ノ』

皆 さん、映画「 空 と海 の間 に」を覚 えていますか ? ハムは趣味の世界です

が、時 として、人命救助・非常災害等 の通信を行 うことは、ま ヽあることです。

その話を ここで一つ。去 る 12月 10日 (月 )の 20時 05分頃 のこと、 1

日か ら始 ま った香川 マラソンコンテス トで、各バン ドとも大変賑 やかな QSO

が行われていた。その 2%バ ン ドで、「 CQコ ンテス ト…… 145.06MH Zで

ワツチいたします 」とやっていた JH5HTX・ JR5KVA・ JR5CDA

の各局の無線機に、突如、「 こちらJR4000/」 と悲痛な声が入感、各局

はコンテス トを一時中止 し、即刻「 JR4000こ ちらはJH5… …状況を知

らせノ」と応答。状況はこうだ………鳥取よリヨツ ト(JR4000局 長外 2

名乗船 )で セーリング中、折からの強風で詫間の荘内半島沖、六島附近 二==

(133 30E・ 34‐ 15′ N)の ｀
のり網 "に スクリユーをからませ、急潮流

― る一

t



も加 わり航行不話で救助 を求めて来 た………。とい うもの。

早速 、坂出再上保安者 に救助万連絡 する一方、近 くの JA5ABY局 に船

と状況連絡を依頼、 また他 の局 は 2π のこのチヤンネルを確保すべ く各局 に

協力を依頼 する等手分 けして救助に当 った。その間 も JA5ABy局 は、ヨ

ツ トに「 保安暑 と連絡がついた。巡現船が現場に急行 している。頑張れ /」

と勇気づけの電波を送 る。 そうしてついに「 こちらJR4000、 前方 に巡

視船 の ラィ ト確認、感謝す る」と。 22時噴無事離網 し帰途 に向 った様子。

「 無 事ご安航を祈 る、こちらJA5ABY」 をもってこの海難救助劇 は幕を

開 じた。

コンテス ト中 といえども人命第一を重ん じた彼等 の行為 に拍手を贈 ろう/

ただ、「 常 非々常通信等 の場合 はこうす るんだ等 と言 つていて も、いざ直

画 した時 ただガロオロす るばかりで、どうしてよいか判断 に迷 った。今後に

備
‐
え十分な訓練 の必要性を痛感 しま した。 」とは、当 JH5HTX(大 矢根

氏 )の 反 首の言葉。吾 々も生 きた教訓 としたいもの。

アマチユアコー ド ー
ー

ー アマチュアは約 であ ること 一
―

―

(以上の状況 は JR5HTX大 矢根氏 の話 より )

=BY JA5TFJ=

JR5CYF(森 田大 二郎 )局 か ら

電信 級 を とりま した。 CWで 皆様 にお合 い した いと思 います。

その節 にはよ ろ しくお泳員い します。
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今年 も押詰 まり、香川 マラソンコンテス トの声の中、今年最終 号を

お届 け します。

米年 こそより良 き年であ りますよ うに……

御家族皆様方 の無事 の御越年をお祈 り申 しあげます。 73&88



JARLだ よ り DE:JA5MG

1。 ア マ の |こ

郵政省では、無線従事者規則の一部を改正し、電信級アマの国家試験を簡単にするべ

く、準備がすすめられ ています。

試験科目の内、電気通信術の試験内容を音響受信のみにする。

ア マ の ア マ る に :よ 、

線工学の試験を免除にする。

日は、昭和 60年 1月 1日 の予定。

すでに聴聞会も開催 され、賛成が出ていますので決定 されるでしょう。

2.   QSOバ ーティ・コンテス ト完成者に記念品を

｀    60年 正月のQSOパ ーティで、このコンテス トも 12回 を終ることにな ります。

最初か ら参加されている方は、これでステッカーが全部揃 うことにな ります。そこで

を
〕 ‐″
し′ ヽ 、 :こ の 2・ 8K を す ことに ま し

記念品の発行は今後も続けますので、途中か ら参加の人や、中で抜けている人も完

成を目指して頑張って下 さい。

L

レ ― タ つ いて

Zのレピータ爵湊数が拡大―き―幕▼底域レぜ一井局与検討されて一います。一―一一―

また、29MHZ一 FMン ピータ局の設置も訣定され、全国に4-5局開局の予定で
|

準備がすすめられています。

′85年鳴門博を記念して
″JA5RL″ 運用

1985年 4月 28日 -6月 16日 まで、鳴門市において、鳴門大橋完成を記念し

て、鳴門博が開催されます。JARL徳 島県支部では、記念局
″JA5RL″ をこの

5。     
′
85

JARLで は、 
″85版アマチュア局局名録

′
を発行中です。ぜひ 1冊 シヤックに

えましょっ。四| 5 で 。 5 00

JARLの 書首鱈己事業」ヒにご協力を !

期間中|こ 闘設落用 し1■ す .
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